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【手続補正書】
【提出日】平成29年6月9日(2017.6.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　血管医療デバイス送達または回収のための器具であって、該器具は、
　細長いスリーブと、
　該スリーブ内に受け取られる細長いシャフトであって、該シャフトは、可撓遠位延長部
を有し、該延長部は、遠位開口部において内方向に折り返され、かつより近位の開口部を
形成している、シャフトと
　を備え、
　該近位の開口部は、該医療デバイスの拡大端部を受け取り、そこに通すようにサイズ決
めされ、
　該器具は、該スリーブが該遠位延長部上を進行させられるときに該医療デバイスの該拡
大端部が該遠位延長部内のポケットに固定されるように適応させられている、器具。
【請求項２】
　前記遠位延長部は、７２～１９２の間の端部総数を有する、ヒートセットされたニチノ
ール編組を備えている、請求項１に記載の器具。
【請求項３】
　前記シャフトは、前記ニチノール編組を備えている、請求項２に記載の器具。
【請求項４】
　前記スリーブは、カテーテルを備えている、請求項１に記載の器具。
【請求項５】
　前記遠位延長部は、角度方向において選択可能である、請求項１に記載の器具。
【請求項６】
　前記拡大端部は、バンドおよびフックから選択される、請求項１に記載の器具。
【請求項７】
　前記遠位延長部は、外部円錐形状を有する、請求項１に記載の器具。
【請求項８】
　請求項１に記載の器具を備えている下大静脈フィルターシステムであって、前記医療デ
バイスは、下大静脈フィルターである、下大静脈フィルターシステム。
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【請求項９】
　医療デバイスを作る方法であって、該方法は、
　第１の折り目を有する管状編組の区域を形成することと、
　該第１の折り目に隣接する第２の折り目を有する該編組を形成することと
　を含み、
　内部フラップが該第１の折り目と該第２の折り目との間に形成されている、方法。
【請求項１０】
　前記第１の折り目が形成された後に前記編組をヒートセットすることをさらに含む、請
求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第２の折り目が形成された後に前記編組をヒートセットすることをさらに含む、請
求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記編組は、前記折り目を形成するときに略円柱形状で構成されている、請求項９に記
載の方法。
【請求項１３】
　前記略円柱形状で前記編組をヒートセットすることをさらに含む、請求項１０に記載の
方法。
【請求項１４】
　前記編組を略円錐形状へ拡張させることをさらに含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１５】
　コーンの角度に対して相対的により平坦な角度で前記フラップを保持することをさらに
含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記略円錐形状で前記編組をヒートセットすることをさらに含む、請求項１４または請
求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記第１の折り目および第２の折り目は、圧縮状態で形成される、請求項９に記載の方
法。
【請求項１８】
　前記第１の折り目に隣接してバンドを挿入することと、
　前記編組を有する前記バンドをソケット内へ挿入することと、
　該ソケットの縁部に前記第２の折り目を形成することと
　をさらに含む、請求項９に記載の方法。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　当該送達および／または回収デバイス、（アセンブリの有無にかかわらず）当該送達お
よび／または回収デバイスが含まれるキット、（体内または体外の組成品のアセンブリを
含む）使用方法および製造方法は、全て本開示の範囲内に含まれる。同じもののいくつか
の側面が上述され、より詳細な考察が、以下に図面に関連して提示される。
　本発明は、例えば、以下を提供する。
（項目１）
　血管医療デバイス送達または回収のための器具であって、該器具は、
　細長いスリーブと、
　該スリーブ内に受け取られる細長いシャフトであって、該シャフトは、可撓遠位延長部
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を有し、該延長部は、遠位開口部において内方向に折り返され、かつより近位の開口部を
形成している、シャフトと
　を備え、
　該近位の開口部は、該医療デバイスの拡大端部を受け取り、そこに通すようにサイズ決
めされ、
　該器具は、該スリーブが該遠位延長部上を進行させられるときに該医療デバイスの該拡
大端部が該遠位延長部内のポケットに固定されるように適応させられている、器具。
（項目２）
　前記遠位延長部は、７２～１９２の間の端部総数を有する、ヒートセットされたニチノ
ール編組を備えている、項目１に記載の器具。
（項目３）
　前記シャフトは、前記ニチノール編組を備えている、項目２に記載の器具。
（項目４）
　前記スリーブは、カテーテルを備えている、項目１に記載の器具。
（項目５）
　前記遠位延長部は、角度方向において選択可能である、項目１に記載の器具。
（項目６）
　前記拡大端部は、バンドおよびフックから選択可能である、項目１に記載の器具。
（項目７）
　前記遠位延長部は、外部円錐形状を有する、項目１に記載の器具。
（項目８）
　項目１に記載の器具を備えている下大静脈フィルターシステムであって、前記医療デバ
イスは、下大静脈フィルターである、下大静脈フィルターシステム。
（項目９）
　項目１～８のうちのいずれか１項に記載の器具を用いる医療デバイスの送達または回収
の方法。
（項目１０）
　下大静脈フィルターの回収のために実用される、項目９に記載の方法。
（項目１１）
　医療デバイスを作る方法であって、該方法は、
　第１の折り目を有する管状編組の区域を形成することと、
　該第１の折り目に隣接する第２の折り目を有する該編組を形成することと
　を含み、
　内部フラップが該第１の折り目と該第２の折り目との間に形成されている、方法。
（項目１２）
　前記第１の折り目が形成された後に前記編組をヒートセットすることをさらに含む、項
目１１に記載の方法。
（項目１３）
　前記第２の折り目が形成された後に前記編組をヒートセットすることをさらに含む、項
目１１に記載の方法。
（項目１４）
　前記編組は、前記折り目を形成するときに略円柱形状で構成されている、項目１１に記
載の方法。
（項目１５）
　前記略円柱形状で前記編組をヒートセットすることをさらに含む、項目１２に記載の方
法。
（項目１６）
　前記編組を略円錐形状へ拡張させることをさらに含む、項目１３に記載の方法。
（項目１７）
　コーンの角度に対して相対的により平坦な角度で前記フラップを保持することをさらに
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含む、項目１６に記載の方法。
（項目１８）
　前記略円錐形状で前記編組をヒートセットすることをさらに含む、項目１６または項目
１７に記載の方法。
（項目１９）
　前記第１の折り目および第２の折り目は、圧縮状態で形成される、項目１１に記載の方
法。
（項目２０）
　前記第１の折り目に隣接してバンドを挿入することと、
　前記編組を有する前記バンドをソケット内へ挿入することと、
　該ソケットの縁部に前記第２の折り目を形成することと
　をさらに含む、項目１１に記載の方法。
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